
近
年
想
定
さ
れ
て
い
る
最

大
規
模
の
地
震
が
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
す
。

　

有
田
川
町
に
お
け
る
被
害
想

定
規
模
は
Ｍ
９
．
１
、
震
度
は

６
弱
～
６
強
。
こ
の
規
模
の
大

地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
た
め

の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

実
際
に
起
こ
っ
た
と
き
、
対
処

で
き
ま
す
か
？

震度
建物被害 人的被害 避難者数

全壊 半壊 死亡 重傷者 軽傷者 1 日後 1 週間後

６弱　
　～６強 890 棟 3,200 棟 38 人 55 人 490 人 1,200 人 4,000 人

南海トラフ巨大地震発生時の有田川町の被害想定

上記表の被害想定のほか、地震発生直後の停電率は 100％、固定電話の不通率も 100％、
携帯電話は非常につながりにくく、どれも復旧には数日を要する想定です。さらに、有田
川町の人口が約 27,000 人に対して、水道被害（断水）を受けるのが約 26,000 人。ほぼ
全ての地域で水道が使えなくなります。なお、和歌山県下全域では、最大震度７を記録す
ると想定されています。

最悪の状況を想定する
　

自
分
の
命
を
守
れ
な
け
れ
ば
、

家
族
や
他
の
誰
か
の
命
は
守
れ
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
、
揺
れ
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
危
険
を
回
避
す

る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
先
の
生

活
を
生
き
抜
く
こ
と
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

揺
れ
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
危
険
と
は

①
家
屋
の
倒
壊

　

ま
ず
恐
れ
る
べ
き
は
、
家
屋
の

倒
壊
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の

死
者
の
約
８
割
が
建
物
倒
壊
に
よ

る
圧
死
で
し
た
。

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
設
さ

れ
た
住
宅
は
、
強
い
揺
れ
で
倒
壊

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

和
歌
山
県
で
は
、
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
な
ど
に
対
し
て
補
助
を

出
し
て
い
ま
す
。
特
に
木
造
住
宅

は
、
専
門
家
の
耐
震
診
断
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

ま
ず
は
自
分
の
家
が
安
全
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
具
の
転
倒

　

固
定
さ
れ
て
い
な
い
家
具
は
、

人
を
襲
う
凶
器
に
な
り
ま
す
。
地

震
に
よ
る
負
傷
者
の
３
割
～
５
割

は
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動

が
原
因
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
、
な
る

べ
く
生
活
空
間
、
特
に
居
間
や
寝

室
に
家
具
類
を
多
く
置
か
な
い
こ

と
や
、
ド
ア
や
避
難
経
路
を
ふ
さ

が
な
い
よ
う
な
家
具
の
配
置
と
固

定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
土
砂
災
害
や
た
め
池
の
決
壊

　

揺
れ
に
よ
っ
て
地
盤
が
崩
壊
、

そ
の
結
果
、
土
砂
災
害
や
た
め
池

の
決
壊
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
危
険
個
所
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
避
難
ル
ー
ト
を
決
め
る
際
な

ど
に
は
確
認
を
。

被
災
後
の
生
活
環
境
の
確
保

　

も
し
、
自
分
の
家
が
倒
壊
し
て

し
ま
っ
た
ら
…
。
避
難
所
生
活
を

想
像
で
き
ま
す
か
？
避
難
所
は
原

則
、
あ
ら
か
じ
め
地
区
ご
と
に
指

定
さ
れ
た
避
難
所
で
の
生
活
で

す
。
他
人
と
同
じ
空
間
で
四
六
時

中
と
も
に
生
活
す
る
こ
と
は
、
想

像
以
上
の
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま

す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
大
地
震
の
発
生

か
ら
避
難
、
日
常
生
活
の
再
建
ま

で
の
大
ま
か
な
流
れ
を
確
認
し
、

実
際
に
自
分
に
置
き
換
え
て
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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